
次回は月日（木）に掲載します

　

社
会
保
険
労
務
士
試
験
の
概
要
　

労基法など法律８科目と一般常識

社
労
士
の
社
会
貢
献
事
業
に
つ
い
て

出
前
授
業
や
街
角
年
金
相
談

社労士とは

会社と従業員の仲介役
中
立
的
な
立
場
で
相
談

双
方
の
笑
顔
で
解
決
が
理
想
　

手厚い社会保障制度
学校などで周知も役目
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Ｑ
　
会
社
内
で﹁
働
き
方
改
革
﹂に

取
り
組
ん
だ
こ
と
が
き

か
け
で


社
会
保
険
労
務
士
試
験
︵
以
下

社

労
士
試
験
︶
を
受
験
し
よ
う
か
と
考

え
て
い
ま
す

社
労
士
試
験
と
は
ど

の
よ
う
な
試
験
で
す
か


　
Ａ
　
社
労
士
試
験
は

毎
年
８
月

の
第
４
日
曜
日
に
実
施
さ
れ
ま
す


社
労
士
試
験
を
受
験
す
る
た
め
に
は

受
験
資
格
が
必
要
で
あ
り

主
に
①

学
歴

②
実
務
経
験

③
厚
生
労
働

大
臣
の
認
め
た
国
家
試
験
に
合
格
の

３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す


　
試
験
科
目
に
は

労
働
基
準
法
な

ど
の
労
働
法
に
関
す
る
法
律
５
科
目

︵
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に

関
す
る
法
律
を
含
む
︶
健
康
保
険

や
年
金
に
関
す
る
法
律
３
科
目
お
よ

び
労
務
管
理
と
社
会
保
険
に
関
す
る

一
般
常
識
が
あ
り
ま
す

社
労
士
試

験
は

午
前
中
に
実
施
す
る
﹁
選
択

式
試
験
︵
空
欄
補
充
形
式
︶﹂
と
午

後
か
ら
実
施
す
る
﹁
択
一
式
試
験

︵
五
肢
択
一
式
︶﹂
と
い
う
２
つ
の

試
験
形
式
と
な

て
お
り

全
て
マ


ク
シ

ト
で
の
解
答
に
な
り
ま

す

試
験
時
間
は

選
択
式
試
験


分
択
一
式
試
験
は
２
１
０
分
で
す


　
合
格
基
準
点
は

選
択
式
試
験
お

よ
び
択
一
式
試
験
の
そ
れ
ぞ
れ
の
総

得
点
と

そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
ご
と
に

定
め
ら
れ
て
お
り

各
成
績
の
い
ず

れ
も
が
合
格
基
準
点
に
達
し
た
場
合

に
合
格
と
な
り
ま
す
︵
合
格
基
準
点

は

合
格
発
表
日
に
公
表
さ
れ
ま

す
︶直
近
３
年
間
の
受
験
者
数
は


約
３
万
８
千
人
に
対
し

合
格
率
は

６
％
台
と
な

て
い
ま
す

合
格
者

の
多
く
は

会
社
員
で

職
業
別
割

合
の
約

％
を
占
め
て
お
り

年
齢

階
層
別
割
合
で
は


代
と

代
で

約

％
占
め
て
い
ま
す


　
社
労
士
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て

は

社
労
士
試
験
オ
フ

シ

ル
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い


　
︻
愛
知
県
会
　
社
会
保
険
労
務
士

　
加
藤
浩
史
︼

期　間：当面の間　　
時　間：：～：（平日）
相談費用：無料　相談受付内容：各種助成金の申請、事業所閉

鎖に伴う休業補償やテレワーク、時差出勤などの労務
管理上の実務に関する経営者や働く皆様からのご相談
に専門家の社労士がお答えします。

相談先：・・（携帯ＯＫ）

　
社
会
保
険
労
務
士
法
第
１

条
に
は

﹁
こ
の
法
律
は


社
会
保
険
労
務
士
の
制
度
を

定
め
て

そ
の
業
務
の
適
正

を
図
り

も
つ
て
労
働
及
び

社
会
保
険
に
関
す
る
法
令
の

円
滑
な
実
施
に
寄
与
す
る
と

と
も
に

事
業
の
健
全
な
発

達
と
労
働
者
等
の
福
祉
の
向

上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
﹂と
定
め
ら
れ
て
い
る


私
た
ち
社
会
保
険
労
務
士

︵
社
労
士
︶
の
存
在
目
的
は

﹁
事
業
の
健
全
な
発
達
と
労

働
者
等
の
福
祉
の
向
上
﹂
で

あ
る


　
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め

全
国
社
会
保
険
労
務
士

会
連
合
会
︵
連
合
会
︶
及
び

各
都
道
府
県
社
会
保
険
労
務

士
会
︵
社
労
士
会
︶
で
は


社
会
貢
献
と
し
て
以
下
の
事

業
を
行

て
い
る


　
①
高
校
等
へ
の
出
前
授
業

　
連
合
会
で
は

﹁
多
く
の

人
に

い
き
い
き
と
職
場
で

働
い
て
も
ら
い
た
い
﹂
と
い

う
考
え
か
ら

学
校
教
育
教

材
を
作
製
す
る
と
と
も
に


全
国

都
道
府
県
に
あ
る
社

労
士
会
を
通
じ
て

社
労
士

が
学
校
教
育
の
場
な
ど
へ
伺

い

学
生
が
社
会
に
出
る
前

に
知

て
お
く
べ
き
労
働
及

び
社
会
保
険
に
関
す
る
基
礎

知
識
を
伝
え
る
た
め
の
出
前

授
業
を
行

て
い
る


　
②
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン

タ

の
運
営

　
﹁
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン

タ

﹂
は

﹁
連
合
会
﹂
が

﹁
日
本
年
金
機
構
﹂
か
ら
委

託
を
受
け
て

平
成

年
１

月
４
日
か
ら
運
営
を
開
始
し

た
﹁
年
金
に
関
す
る
相
談

所
﹂
年
金
に
関
す
る
﹁
唯

一
の
国
家
資
格
者
﹂で
あ
り


労
働
保
険
に
も
精
通
し
た
社

労
士
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

﹁
対
面
相
談
﹂
に
よ
る
親
切

丁
寧
な
ご
説
明
を
モ

ト


に

国
民
目
線
で
の
サ

ビ

ス
を
行

て
い
る


　
③
総
合
労
働
相
談
所
の
開

設　
年
金
や
労
働
問
題

職
場

で
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
無
料

で
相
談
が
で
き
る
総
合
相
談

所
を
各
社
労
士
会
が
開
設
し

て
い
る


　
④
成
年
後
見
制
度
へ
の
取

り
組
み

　
連
合
会
で
は

年
金
・
医

療
・
介
護
等
の
社
会
保
険
制

度
全
般
に
携
わ
る
唯
一
の
専

門
士
業
で
あ
る
社
労
士
の
社

会
貢
献
に
関
す
る
事
業
と
し

て

全
国

都
道
府
県
に
あ

る
社
労
士
会
に
よ
る
﹁
一
般

社
団
法
人
社
労
士
成
年
後
見

セ
ン
タ

﹂
の
設
立
を
支
援

す
る
な
ど

介
護
保
険
制
度

と
﹁
車
の
両
輪
﹂
と
い
わ
れ

る
成
年
後
見
制
度
へ
の
取
り

組
み
を
行

て
い
る


　
そ
の
他

社
労
士
診
断
認

証
制
度
や
公
契
約
に
お
け
る

労
働
条
件
審
査
な
ど

積
極

的
に
社
会
貢
献
事
業
を
行


て
い
る


　
ま
た

連
合
会
で
は

新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
の
た
め
の
労
務
管
理
・

労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置

し

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
対
応
に
関
す
る
労

務
管
理
な
ど
の
相
談
対
応
を

令
和
２
年
３
月

日
よ
り
行


て
い
る


　
︻
三
重
県
会
　
社
会
保
険

労
務
士
　
國
安
院
ゆ
み
︼

　私は社会保険労務士（社
労士）として働き方改革、
年金、ハラスメントなど様
々なテーマで研修をしてい
るが、最初に社労士という
職業を知っているか？、と
聞くことにしている。「知
っている、聞いたことがあ
る方、手を挙げてください」
とお願いすると、残念なが
らちらほら手が挙がる程度
である。経営者や会社の人
事総務の部署で仕事をして
いる人以外にはほとんど縁
の無い職業なのかもしれな

い。
　実際にはハローワークへ
の求人募集のアドバイスか
ら退職の手続きまで多くの
場面で社労士が関わってい
る。
　景気が良く人手不足の時
は働く環境を整え応募者を
確保し定着をするよう経営
者と共に考え、また今年の
ように新型コロナウイルス
感染症の影響で会社が従業
員を休ませざるを得ない時
に雇用調整助成金の申請手
続きをして、会社と従業員
を守るのも社労士の仕事で
ある。
　さて私が所属する岐阜県
社会保険労務士会は社会貢
献事業として「総合労働相
談所」を開設し、経営者や
従業員からの無料電話相談
を行っている。専門家とし
て労働諸法令に基づき中立
的な立場で相談に応じるよ
う心掛けているが、ちょっ
としたボタンの掛け違えか
ら労働トラブルになってい
る場合もよく見受けられ
る。もう少し会社と従業員
の間でコミュニケーション
がとれていれば、ここまで
感情的になることは無かっ
たであろうと残念に思うこ
ともあるが、丁寧に話を聞
き整理し要点を伝え返す

と、相談者から「話をきい
てもらってすっきりしまし
た」と感謝される。しかし
納得がいかないということ
になれば、社労士が会社と
従業員の間にはいり「労働
紛争解決センター岐阜」で
解決するという道もある。
粘り強く労使双方の話を聞
き和解に導く。お互い納得
のいくまで話し合いをし、
双方とも笑顔でお帰りいた
だけるよう心掛けている。
　社会保険というのは日本
の社会保障制度の一つであ

り、国民の生活を保障する
ために設けられた公的な保
険制度であることは言うま
でもない。ただ残念なこと
に、いくら手厚い制度が我
が国にあっても、その存在
を知らないことには、いざ
という時に利用することが
できない。
　私は病院でがん患者の就
労支援を行っているが、
「病気になって働けないの

で何か使える制度はありま
せんか」という相談を多く
受ける。傷病手当金や障害
年金の制度を説明すると
「安心して治療に専念でき
ます」とほっとした顔をす
る方が多い。
　みなさんは今まで、日本
の社会保障制度の内容を学
ぶ機会があっただろうか。
　そこでもう一つ社会貢献
事業として、社労士が高校
や大学に出向き、複雑な社
会保障制度のしくみや労働
に関する法律についてわか
りやすく授業をおこなって
いる。

　特別支援学校ではそれに
加え「はたらく」とはどん
なことか、また保護者に向
けて障害年金の講話をする
のだが、生徒のまじめで一
生懸命授業を受ける姿に講
師の私の方が学ばせていた
だいている。
　私たちの活躍できるフィ
ールドはとても広く、社労
士という職業はなんと人の
支援ができる職業であろう

か。しかし一人の社労士の
できることは限られてい
る。新型コロナウイルス感
染症で今までの働き方の概
念が通用しなくなり、会社
も従業員も厳しい環境にさ
らされているが、両者は車
の両輪であり、両方の車輪
がバランスよく回転するか
ら前に進んでいける。社労
士として会社の支援を、ま
た社労士をみなさんに知っ
ていただけるよう活動して
いきたいと考えている。
　【岐阜県会　社会保険労
務士　森　千晴】


